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or functional images are deemed useful. 
                                               (Acta Uro1. Jpn. 36: 197-205, 1990) 






































































































































タ表示方法(分腎 レノグラム,動態画像,区 域 レノグ
ラムおよび機能指標)で表 し,その所見を記入した.










































するため,各 施設1名 の委員および委員長,計5名 か
らなる判定委員会を組織 した.
各施設から提出されたデータを投与量について無作















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































腎 の動 態 機 能 の核 医 学 的 診 断 に は,従 来 か ら1311-
orthoiodohippurate(13'1-OIH)Dおよび99niTc-di-
ethylenetriaminepentaaceticacid(99爪Tc-DTPA)3)
が 用 い られ て きた.し か し,且311-OIHは主 に近 位 尿
細 管 か ら分 泌 され 有 効 腎血 漿 流量 を 反 映す る もの の,
1311の放 出r線 エ ネル ギ ーが365keVと 高 い た め
シ ンチ レー シ コンカ メ ラに よるイ メー ジ ン グに は不 適
で,ま た,β 線 を放 出す るた め,被 曝 す る線 量 当 量 の
点 か ら十 分 な放射 能 量 を投 与 す る ことが で きな い 欠 点
が あ った.
また,99mTC-DTPAは,99m'1`Cの物理 学 的 特 性 は
核 医 学 検査 に 適 して い る ものの,主 に糸 球体 か ら濾過
され るた め,ク レア ラ ンス比が1311-OIHの4分の1
と低 く,13'1-OIHのレノ グ ラム と比較 して,正 常 腎
の場 合 で も第2相(分 泌 相)お よび 第3相(排 泄 相)
の傾 きが 緩 徐 とな り,機 能 低下 腎 に お け る レノグ ラ ム
パ ター ンとの鑑 別 が 困難 な場合 が あ る4)などの欠 点 が
指摘 され て きた 。
本 剤は,腎 の動 態 機能 の核 医学 的 診 断 に従 来 か ら最
も広 く用 い られ,体 内挙動5)も周 知 で あ る13'1-OIHの
放 射性 ヨー ドを1231で置 き 換 え,標 識 した 腎 機 能診
断 薬 で あ る.
izaiはβ 線 を放 出せ ず ,ま た 放 出 γ線 のエ ネ ル ギ
ーが159keV,半 減 期 が13時間 と核 医学 検 査 に は理
想 的 な物 理 学 的特 性 を 有 してい る.し た が って,シ ン
チ レー シ ョン カ メ ラを 用 い て レノ グラ ムを 得 る と 同時
に,イ メー ジ ン グに よ り腎 ・尿 管 系 の局 所 機 能,そ の
障 害 の程 度 を把 握 す る こ とが 可 能 で あ り,1311-OIH
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